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SPEEDY
System for train PErformance Evaluation, Drawing and analYsis

 列⾞ 性能評価 描画 及 分析        
 運転曲線図 作成       化        速度定数業

務を⽀援

運転曲線作成システムSPEEDY
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コンセプト
 運転理論及 ⼊⼒        運転曲線 ⾃動作成
 担当者の⼿書きで作成したものと近い運転曲線図
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運転曲線作成システムの概要
列⾞   列⾞   

引張⼒   引張⼒   

線路設備   線路設備   

⾛⾏条件⾛⾏条件
区間 番線 通過停⾞

などの条件

運転曲線図
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運転曲線図
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これまでの開発経緯
92 02

WS版SPEEDY

開発

99

計算アルゴリ
ズムの更新

機能追加

00

移植

09 11

Windows版SPEEDY

15

SPEEDYに対する主な改修

OSへの対応
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3.1 95 983.0 XP2 0 0 0
me Vista 7 8/8.1 10

機能追加は必要に応じて随時改修を⾏っているが、ベースとなるインタフェース
やデータ構造に関しては⼤規模な改修が⾏われず10 20年が経過

最新Windows OSの推移（参考）

Windows8以降のOSに対応させるとともに、これまで⼤きな改修がさ
れなかったインタフェース・データ構造についても改修を実施

⾮対応

2016年4月販売開始予定
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• これまでのSPEEDYと似た使⽤⽅法
• 内部構造 拡張性 ⾼    構造 変更
• ユーザインタフェースを刷新

新SPEEDY       ⽤途例
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幅広 ⽤途 利⽤可能
 基準運転時分の算出
 新製⾞両 新線計画            
 徐⾏   遅 時間 検討
 ⾞両性能向上 設備改良   速度向上施策 検討

など
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新SPEEDY 画⾯例
ミニセッション（個別ブース）にて開発中のシステムのデモを実施
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SPEEDYセミナー
• 2月10日（水） 午後 鉄道総研国立研究所
• 新SPEEDYの概要と簡単な利用方法を紹介予定


